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自己紹介 大賀　哲（おおが・とおる）

九州大学大学院法学研究院・准教授

● 政治学・国際政治学
● ディベートは大学時代（1995~1999）

2018~から再開

● 開発教育・国際理解教育など（開発教育協会）

○ イデオロギー研究（保守・リベラル尺度）
○ 敵味方思考
○ 陰謀論

→ディベートによって、これらの思考はむしろ相対化
されるのではないか
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自己紹介

『国際社会の意義と限界』国際書院、
2008年（共編著）

『北東アジアの市民社会―投企と紐帯』
国際書院、2013年（編著）

『東アジアにおける国家と市民社会』柏
書房、2013年（単著）

『共生社会の再構築』法律文化社、
2019年、全4巻（共編著）
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自己紹介
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今日の授業の概観

● 対立軸が明確

“Radical change” vs “organic change”

● 評価（≒問題解決）の視点

男女平等を考えた場合に、肯定と否定どちらのほうがゴール

達成できるか？
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今日の授業の概観

● 肯定側／否定側でゴールが違うディベート

「煙草を禁止する」「ギャンブルを禁止する」「臓器移植を禁止する」

　→肯定側が考えるメリット vs 否定側が考えるデメリット

● 肯定側／否定側でゴールが同じディベート

「アファーマティブ・アクションを導入する」

　→AAが効果的かどうかを肯定／否定で議論（目標が同じで手段が違う）
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批判的思考とは

学者ごとに言ってることが少しずつ違う（着眼点の違い）

● 「証拠を評価し、選択肢を検討し、結果を査定し、結論が意味があるかを

決定すること」（L. Lefton）

● 「批判的思考とは、批判的な態度・懐疑によって触発され、創造的思考や

領域固有の知識にサポートされる論理的な合理的な思考である」（道田泰

司）
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批判的思考とは

批判（critical）とは？

情報を鵜吞みにせず／偏った（特定の）視点からのみ理解するのではな
く、客観的／多面的に検証／分析する

● 批判＝批（事実を突き合わせる）＋判（見分け定める）

● ギリシャ語のkrinein＝judge, decide
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批判的思考とは

技能的側面 vs 態度的側面

【技能】考える力・思考力

【態度】自覚、反省

【思考】考える傾向・志向性
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批判的・懐疑的

合理的・論理的　　　　　　　　反省的・省察的
技能重視 態度重視

思考の「型」重視



批判的思考とは

【定義】

※　ひとまずここでは「態度」にフォーカスして考えます。

批判的思考の下位尺度

【探究心】　　　　　　　学ぶことへの興味、意欲
【論理的思考への自覚】　筋道だった思考・説明
【客観性】　　　　　　　偏りのない思考、多様性、多元性
【証拠の重視】　　　　　事実や証拠に基づいた思考。信念と事実の区別。
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批判的思考とは

【育成】
3つのアプローチ(Ennis,1989) 

1. 没入(イマージョン）アプローチ
　学習者は教科内容に没入することによって、批判的思考スキルを明示　的に
教えられなくても獲得する（従来の教育）
2. 汎用（ジェネラル)アプローチ
　各教科を越えた批判的思考力を「総合的な学習」の時間などで明示的　に教
える
3. 導入(インフュージョン)アプローチ
　各教科の教育において批判的思考スキルなどを明示的に教える
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批判的思考とは

　　【評価】

情
報
の
イ
ン
プ
ッ
ト
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解釈・明確化 分析・評価 推論・価値判断 行動決定・問題解決

論理性 探究心・証拠の重視 客観性



批判的思考とは

【評価】

・解釈・明確化
・分析・評価
・推論・価値判断
・行動決定・問題解決
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…が計れるものに「論文」がある。
しかし、出来上がるまでには時間がかか
る。反復練習しずらい

では、ディベートはどうか？



ディベートでなぜ批判的思考力が伸びるのか？

● 主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）
（平成29年学習指導要領改訂）

● 系統主義 vs 経験主義
（教授パラダイムvs学習パラダイム）

● 協働学習（≒グループワークは沢山ある）
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ディベートでなぜ批判的思考力が伸びるのか？

👉ディベートは結局何を経験できるのか？

①論題が決まっている

②論題を肯定／否定しなければならない

③②について、ある程度体系だった立論をしてジャッジを説得しなければならな

い。

④勝ち負けがある（成功体験／失敗体験ができる）

情報インプット→分析→推論→問題解決までのセットがある
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ディベートでなぜ批判的思考力が伸びるのか？

👉ディベートは結局何を経験できるのか？

①「論理性」がないと問題解決まで至らない

②「探究心」「証拠の重視」がないと分析が深まらない

③「客観性」がないと、ジャッジを説得できない

→では、実際には？
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ディベート効果の検証

【対象】神戸大学附属中等教育学校の4年生：120人

【思考力テスト】コーネル思考力テスト

【思考力アンケート】批判的思考（4尺度）、敵味方思考（1尺度）、道徳基盤尺度

（5尺度）

【方法】ディベート活動の前後差を比較検証
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ディベート効果の検証

補足：

敵味方思考（1尺度）

● 敵／味方、好き／嫌いなどの二分法思考

道徳基盤尺度（5尺度）

● Harm：加害の否定、思いやり
● Fairness：公平性、正義、貧富の格差
● Ingroup：個人よりも集団を重視
● Authority: 権威、役割に従う
● Purity：摂理、貞節に従う
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ディベート効果の検証
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ディベート効果の検証
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ディベート効果の検証
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1回目 2回目 差分 P値

思考力テスト 1.912281 1.396396396 -0.51588 　

探求心 16.39823 16.37168142 -0.02655

論理的思考 11.77193 12.38053097 0.608601 **

客観性 14.90351 15.50442478 0.600916 *

証拠 14 14.16814159 0.168142

敵味方 13.625 13.81415929 0.189159

道徳Ingroup 13.80531 14.2300885 0.424779 *



ディベート効果の検証
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1回目 2回目 差分 P値

論理的思考（上） 15.55 15.525 -0.025 　

論理的思考（中） 11.65 11.97368 0.323684

論理的思考（下） 7.470588 9.228571 1.757983 **

敵味方思考（上） 17.2 15.71053 -1.48947 **

敵味方思考（中） 13.75 14.1 0.35

敵味方思考（下） 9 11.42857 2.428571 *



ディベート効果の検証

👉ディベートの効果

・【全体平均】論理性・客観性が上がっている。

・【道徳基盤ingroup】集団行動への意識が上がっている

・【論理性】下位グループの上昇が顕著

・【敵味方思考】上位グループは減少、下位グループは上昇

→批判的思考とチームワーク
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ディベート効果の検証

● 「隠れたカリキュラム」（hidden carriculum）または潜在的カリキュラム

○ 教育学者のフィリップ・W・ジャクソンの造語

○ 学校のフォーマルなカリキュラムの中にはない、知識、行動の様式や

性向、意識やメンタリティ

○ 教育する側が意図する・しないに関わらず、学校生活を営む 中で、生

徒が自発的に学び取っていく全ての事柄

○ 例）時間管理、規律意識、集団行動、男女の性的分業
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ディベート効果の検証

● ディベートにおける「隠れたカリキュラム」（hidden carriculum）

○ 時間管理

○ チームワーク

○ マイノリティの視点（自分以外の他者の視点）

○ フェアネス

○ 敵味方思考の相対化
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ディベート関連のアクティビティ

時間が短く、いつでも、途中でもやめられるアクティビティ

● Summary and Refute
● Baloon Debate
● Justify it
● Mini-Debate
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ディベート関連のアクティビティ

Summary and Refute

● 円形に座る（四角机でも可能）

● 最初の人から時計回りに順番が回ってくる

● 論題がある。

● 最初の人は論題について肯定的意見を言う。

● 次の人は、前の人の要約と反論をする。

● 次の人は、前の人の要約と反論（肯定側の再反論）をす

る。

● 以降繰り返し。
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ディベート関連のアクティビティ

Baloon Debate

● 気球に沢山の人が乗っています。

● 医師・教師・サッカー選手・大統領・農民・科学者・科学者・大工・料理人・

探検家etc…。

● グループにそれぞれの職業を割り当てる。

● 誰が気球から降りるべきか、残るべきかを1人ずつスピーチする

● 全員のスピーチが終わったら投票して、降りる人を決める。

● 残ったメンバーで以下繰り返し。
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ディベート関連のアクティビティ

Justify it

● 最初の人がある命題を言う。「ゴリラはいいペット」

● 次の人が、その命題の理由を深める。「高いところにあるものを取ってく

れる」

● 次の人は、前の人が言ったのとは別の理由を言う。「バナナをいつも持っ

てる。栄養にいい」

● 以下繰り返し。
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ディベート関連のアクティビティ

Mini-Debate

● 短縮フォーマットでディベートをする。

● プレパ5分
● スピーチ2分で×4または×6
● 1人でもできること

スピーチを5分→3分→1分と短くしていく

31


